
新しい地域コミュニティの必要性

～豊岡市の輝かしい未来を創るために～
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（島根大学教育学部）

豊岡市地域コミュニティビジョン策定検討委員会



Ⅰ はじめに



島根県松江市から通って８年目（2011年～）

片道４時間30分の列車の旅



豊岡市の皆様とのご縁を頂き
心より感謝申し上げます
■2011（平成23）年度
・兵庫県のご紹介により但東地域全体の集落対策事業に関わる
■2012（平成24）年度
・但東過疎地域戦略プロジェクトとして再スタート
・豊岡市但東過疎対策アドバイザーに就任
・但東地域の資母地区、高橋地区、合橋地区の地域づくりに関わる
■2013（平成25）年度
・豊岡市における新しい地域コミュニティのあり方検討委員会に関わる
・豊岡市地域コミュニティアドバイザーに就任
■2014（平成26）年度
・豊岡市における新しい地域コミュニティのあり方に関する答申
■2015（平成27）年度
・豊岡市地域コミュニティ政策推進会議会長に就任
■2016（平成28）年度
・豊岡市地域コミュニティ政策推進会議解散



豊岡市の皆様とのご縁を頂き
心より感謝申し上げます
■2017（平成29）年度

・豊岡市において29の地域コミュニティ組織が立ち上がる

・豊岡市との共同研究（１年目）

■2018（平成30）年度

・豊岡市地域コミュニティビジョン策定委員会設立

・豊岡市との共同研究（２年目）

■2019（平成31）年度

・豊岡市地域コミュニティビジョン策定予定

・豊岡市との共同研究（３年目・予定）



吉賀町柿木地区
（手づくり自治区）

邑南町銭宝地区
（地区別戦略推進委員会）

邑南町邑南ラボ
（矢上高校魅力化）

江津市松平ラボ
（無住化集落調査）

大田市温泉津町馬路地区
（地域力醸成活動）

隠岐の島町西郷中町
（小地域福祉活動）

飯南町人つなぎ協議会
（国道54号の持続的活用）

出雲市佐田町窪田地区
（小さな拠点づくり事業）

奥出雲町奥出雲ラボ
（たたら景観調査）

奥出雲町布勢地区
（地域運営組織）

兵庫県豊岡市29地区
（地域コミュニティづくり）

緑枠：ラボ活動
赤枠：重点支援活動
茶枠：継続支援活動

2018年度 地域づくり支援活動地区

兵庫県佐用町13地区
（地域づくり協議会支援）

兵庫県福崎町
（社会福祉協議会支援）



2018年度～ 飯南ラボ（飯南町）
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高校魅力化：矢上高校・飯南高校
米子西高校・日野高校



本日の構成

Ⅰ はじめに

Ⅱ 人口減少社会の未来像

Ⅲ 市民協働で創るまちづくり

Ⅳ 新しい地域コミュニティの具体像

Ⅴ 豊岡市の地域コミュニティ構築に参考となる事例

Ⅵ おわりに



Ⅱ 人口減少社会の未来像



豊岡で耳にした衝撃の言葉

「自分たちは何も困っていない」

（なぜ地域コミュニティを構築する
必要があるのか？）

すばらしいまちづくりの成果か？
（自分だけは？ 今までは？・・・）



実は豊岡だけではない・・・

出雲市佐田町

西山中振興協議会

大山集落（会長談）

世帯数：10

高齢化率：約65％



山を下りはじめた日本・先進諸国

資料：高橋（2009）より転載

山の下り方を学ぶ必要あり

http://ishes.org/es/energy/archives/img/zinkou.jpg
http://ishes.org/es/energy/archives/img/zinkou.jpg


豊岡市の人口も半減する予定

資料：豊岡市人口ビジョン

山の下り方を学ぶ必要あり



参考になった発言

兵庫県佐用町地域づくり協議会

いき詰まった協議会組織の再生事業

2018（平成30）年度より～（４年程度）

＜最も「動きが鈍い」と言われる地区での発言＞

「世帯や自治会（行政区）は，自分たちの

生活が中心。目先の１年先，２年先程度の

ことしか考えていない。」

「だからこそ，地域づくり協議会が必要なんだ」

（佐用では１，２を争うクレーマーによる発言）



都会も田舎も同様な問題が生じている

しかし！ 地域の問題は山積み



最も怖いことは「心の過疎」

「あきらめ」→「誇りの醸成」

地域づくりを行わなかった結果，
外部と対話ができなくなった地域
（新潟県中越地方）

児童・生徒数が一定数いるのに，
学校統廃合の話が出ても，
「反対運動」すらおこらない地域
（島根県江津市）



私たちの暮らしをよりよくすること
それが「地域づくり」

何もしないのと，何かをするのとでは大きく異なる

「まずは第一歩」を踏み出すことで地域は変わる



Ⅲ 市民協働で創るまちづくり



究極の目的は「住民自治」

「団体自治」
といわれる

ガバメント
（統治）

「住民自治」
といわれる
ガバナンス
（協治）

全市民が参画する
城崎町

竹野町 出石町

豊岡市
日高町 但東町

協働歩調

フォーマル＝失敗が許されない インフォーマル＝試行錯誤が可能

ボンディング型ソーシャルキャピタル ブリッジング型ソーシャルキャピタル

住民主体

手づくり自治

行政区と従来の公民館機能 自分たちの地域は自分たちで作る
新しい地域づくり組織
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≪委託・共催・補助・後援・・・≫≪情報収集・政策形成・実践・評価≫

「協働」というからには住民に押しつけない
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多様な「協働」のあり方
行政もしっかりと汗を流して
いる姿を見せる必要がある



住民自治を確立するためには
ボトムアップ型の地域づくり組織が必要

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
地
域
づ
く
り

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
地
域
づ
く
り

行政中心
↓

既存組織中心
↓

縦割り・
画一的

住民主体
↓

新しい組織
↓

住民主体・
手作り感

商工業

防災

医療インフラ

福祉

教育

子育て

地域

環境

公民館・行政区による地域づくり 新しい地域コミュニティによる地域づくり
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■それぞれ独自の思いの部分がある。

そこは共有できないが、理解し合うことが必要。

住民側の思い 行政側の思い

共通協働の部分

＜おりあう場＞

「協働」の構造

実現の場が「新しい地域コミュニティ」＝地域運営組織





（内閣府資料より転載）



起源の１つ：雲南市「地域自主組織」



島根県雲南市：地域自主組織のガイドブック
配布資料

（雲南市資料より転載）



配布資料

（雲南市資料より転載）



ポイント１ 広域化：小学校区程度の範囲



ポイント２：ボトムアップの仕組みづくり
＜行政区＞ ＜地域コミュニティ＞

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

行政

行政区

地域コミュニティ

①打診 ④協働

②マネジ
メント

③参画



ポイント３：課題解決・魅力発信を行う仕組みづくり
配布資料

地域課題の解決（「守り」）＋地域資源の活用（「攻め」）



ＮＰＯ

大学・
専門家

地域外
住民

行政

住民

地域
コミュ
ニティ

ポイント４：多様な主体が参画する仕組みづくり

地域住民

＜地域コミュニティ＞
・ネットワーク型組織
・合意形成
・緩やかな結合
・柔軟に対応
・域外参入可能

＜行政区＞
・階層型組織
・上意下達
・強い結合
・機動性に欠く対応
・域外参入困難

豊岡市

行政区
（ムラ）

地区
（小学校区）

多
様
な
主
体
の
参
画

多様な主体の参画



行政区では地域課題解決には限界がある
地域コミュニティは実行しやすい

（千葉県香取市資料より転載）



ポイント５ 部会制による意思決定の迅速化

（南部町資料より転載）



キーワードは「つなげる」
配布資料



ポイント６：行政区（集落）との相互補完の
仕組みづくり

＜町内会・集落が得意な役割＞

○生産補完機能

・手間替え

・水路管理

○相互扶助機能

・冠婚葬祭

・助け合い見守り

○資源管理機能

・集落財産の管理

・草刈り，道普請

＜地域運営組織が得意な役割＞

・農地保全・森林管理

・子育て支援

・UIターン促進

・都市・農村交流 等

＜いずれも可能＞

・防犯活動 ・地域防災活動

・地域福祉 ・高齢者支援等

・サロン活動・環境保全活動等

「守り」 「攻め」



なぜ行政区・区長会ではいけないのか？

行政区・区長会
（イエ連合）

地域コミュニティ
（個人の集合体）

範域 狭域（集落・町内等） 広域（地区＝公民
館・小学校区）

住民参画方法 世帯単位
（１戸１票制）

世帯・組織・個人
（１人１票制）

運営方法 総会制・満場一致 部会制・合意形成

運営費 会費中心 事業費＋会費

得意技 「守り」 「攻め」

コミュニケーション 対面・電話 メール・SNS

ボンディング型 ブリッジング型ソーシャル・キャピタル



○○区

○○区

○○区

○○区

○○区

○○区

自治 福祉 防災 公民館産業【行政区・区長会】

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

【地域コミュニティ】ブリッジング型ソーシャルキャピタル

タテ糸とヨコ糸により地域の力を強化

地縁組織



中島みゆき「糸」

なぜコミュニティを作るのかを

私たちはなにも知らない

いつ組織ができるのかを

私たちはいつも知らない

どこにいたの生きてきたの

同じ地域の下ふたつの組織

縦の糸は協議会，横の糸は区長会
織りなす地域はいつか誰かを

暖めうるかもしれない

なぜコミュニティを作るのかを

迷った日の跡のささくれ

夢追いかけ走って

ころんだ日の跡のささくれ

コミュニティがなんになるの

心許なくてふるえてた風の中

縦の糸は協議会 横の糸は区長会

織りなす地域はいつか誰かの

傷をかばうかもしれない

縦の糸は協議会 横の糸は区長会

逢うべき糸をつむぎ合うことを

人は地域づくりと呼びます



配布資料



配布資料
配布資料



Ⅳ 新しい地域コミュニティの具体像
（具体例で説明した方がよいかもしれない）



地域コミュニティに関する豊岡市の現状

■有利な点
１）地域コミュニティの「あり方」については完成
２）地区単位を再検討する必要がない
３）従来からの公民館活動が存在
（合併後，地区公民館がない地区に公民館を設置した）

■不利な点
１）地域的多様性が存在（大半の市町村）
都市的地域，中間地域，山間地域

２）地区単位による自治の発想が薄い
区長会は組織化されているが，公民館や校区活動とはリンクなし

３）組織関係者は主旨をおおよそ理解しているが住民の理解は薄い
４）出役に関して「金」が絡んでいる
５）そもそも「困っていない」という発想が支配的

→「わが事化」が必要



豊岡市でしばし聞く ３つの「ノー」

○「わからへん」

→わかろうとしない

○「できれへん」

→やろうとしない

○「金がない」

→お金があってもやらない

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
義
を
正
確
に
理
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す
べ
き

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
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す
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要
性



経済産業
部会

交流企画
部会

安全・安
心部会

地域福祉
部会

行政区

会 長

事務局

地域マネージャー

監 事副会長顧問

地域活動諸団体

区長会

地域コミュニティ組織
A理想型

自治運営
部

行政区

行政区行政区行政区



経済産業
部会

交流企画
部会

安全・安
心部会

地域福祉
部会

行政区

会 長

事務局

地域マネージャー

監 事副会長

地域活動諸団体

行政区

地域コミュニティ組織
B行政区代議員型

代議員会

行政区

行政区行政区行政区



経済産業
部会

交流企画
部会

安全・安
心部会

地域福祉
部会

行政区

会 長

運営委員会
区長会会長・地域マネージャー

監 事副会長顧問

地域活動諸団体

区長会

地域コミュニティ組織
C区長会主導型

行政区

行政区行政区行政区



経済産業
部会

交流企画
部会

安全・安
心部会

地域福祉
部会

行政区

会 長

事務局

地域マネージャー

監 事副会長顧問

地域活動諸団体

区長会長会

地域運営組織
D区長会独立型



簡単な計画づくり：「はじめの第一歩計画」
はできるだけ簡単につくる

＜キャッチフレーズ＞
「無理をせず」
「できることから」
「コツコツと」

＜ポイント＞

自分たちにしかできない課題解決を
身の丈にあった方法で行うことをリードする
それが新しいコミュニティの役割です



とよおかコミュニティ31（豊岡地区）



とよおかコミュニティ31（豊岡地区）



とよおかコミュニティ31（豊岡地区）



とよおかコミュニティ31（豊岡地区）



八条コミュニティ（八条地区）



八条コミュニティ（八条地区）



わいわいみ・な・み（竹野南地区）



わいわいみ・な・み（竹野南地区）



わいわいみ・な・み（竹野南地区）



中竹野地区コミュニティ（中竹野地区）



中竹野地区コミュニティ（中竹野地区）



床尾の里てらさか（寺坂地区）



床尾の里てらさか（寺坂地区）



資母まちづくり協議会（資母地区）



資母まちづくり協議会（資母地区）



資母まちづくり協議会（資母地区）



コミュニティあいはし（合橋地区）



コミュニティあいはし（合橋地区）



コミュニティあいはし（合橋地区）



Ⅴ 豊岡市の地域コミュニティ構築に
参考となる事例
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高橋博之氏『都市と地方をかきまぜる
「食べる通信」の奇跡』

損得ではなくて、人間性に引かれて、「その人のために自分はこうすれば役に立てる」「役に
立って感謝された」といった、そんな関係をみんなが求めている――。僕は「ふるさと難民」と
呼んでいるんですけど、都会の人にはふるさとを求めている人が多いように感じます。

（日経BPより転載）



注目が集まる「関係人口」

71



「関係人口」概念のめばえ
■原点

・指出一正氏（「ソトコト」編集長）

・高橋博之氏（「東北食べる通信」編集長）

・田中輝美氏（ローカルジャーナリスト）

■意味

・「関係人口とは，言葉の通り『地域に関わってくれる人口』のこと。

自分でお気に入りの地域に週末ごとに通ってくれたり，頻繁に通わ

なくても，何らかの形でその地域を応援してくれるような人たち」

（指出『ぼくらは地方で幸せを見つける』）

・「いくつかの地域ではそうした関係人口が目に見えて増えている」

・ただし，「交流人口」概念は本来はもっと多義的なもの

本来は「交流人口」に含まれる「関係人口」。

＜地域への関与の度合い＞

交流人口 ＜ 関係人口 ＜ 定住人口
72
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総務省 研究会（報告者も参加）



「定住人口」とも「交流人口」ともいえない人の存在

74

移住・定住をゴールとした見方

（総務省資料より転載）



大都市圏と地方圏の共生による国づくり
（国民全体で「ふるさと」を支える責務）

「ふるさと」への多様な関わり方

75

＜大都市圏＞

経済中心
仕事中心
消費中心
職場中心

モノ・カネ中心

財・サービスの供給
革新的文化
低出生率

住み替える人
＜地方圏＞

（ふるさと
圏）

生活中心
暮らし中心
生業中心
地域中心
ヒト中心

縁（えん）の創出
伝統的文化
高出生率

＜関わりの度合い＞

強

中

弱

行き来する人

関わりを持つ人

思いを寄せる人

第１の視点 都市・農村関係論的視点



ステップ１ 窓口機能“人と地域”をつなぐ
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「関係案内所」は「場」よりも「人」

一般社団法人アンド・モア代表理事
徳島県南町ウエルかめ（移住交流）
コーディネーター

小林陽子さん

移住希望者と町とを
つなぐ役割



ステップ２ 調整機能“人と人”をつなぐ
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兵庫県佐用町長谷地域づくり協議会

地域づくり協議会（地域運営組織）
↓

「ゴトンボの会」（任意・実行組織）

貸し農園付き

※ポイントは地域住民が主体



ステップ２ 調整機能“人と人”をつなぐ
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ファブラボ（fabrication laboratory）による人つなぎ
「ほぼあらゆるもの」つくる場
→個人が自らの必要性や欲求に応じて，自分たち自身で作り出せるような
社会ビジョンを構築 元大手企業退職者がファシリテーション



ステップ３ 継続支援機能“未来”につなぐ
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コミュニティナースによる地域維持
「地域包括ケア」：住みたい地域に住み続ける→地域内の関係人口づくり

矢田明子さん（NPO法人おっちらぼ）

中澤ちひろさん
(株式会社
Community Care)

古市 妙さん
(地域自主組織
躍動鍋山)



Ⅵ おわりに



豊岡に必要なのは内発的な地域づくり

■市長の意見
「地域の可能性や将来性を見出す必要がある。
光を見て，『豊岡でもいいんだ』と思える地域づくりを行う必要がある」
例：アーティスト・レジデンス，平田オリザ，専門職大学・・・・
「未来は語れても，未来を担う人は生まれない」

解：地域に根ざした伝統文化を守るべき

＜外発的＞対応
→「攻め」の観点
選択肢１つ

■求められる視点
関係人口・ソーシャルキャピタル
→「関わりしろ」づくり
作野「豊岡がいいんだ」

＜内発的＞動き



新しい地域コミュニティの必要性

～豊岡市の輝かしい未来を創るために～
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